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Waltzの《詩的創造))(La creation poetique， Essai d'analyse) (フラマリオン， 1953)の序
文の中で，短い讃辞が述べられている. しかしすぐそれに続いて， Waltzは， Servienの
教義が普遍的なものを目指しながらも，詩というものについてあまりに近視眼的であり，
結局の所，自分の無視したものによって大きく裏切られたと言っている. しかし，今私が














































Valeryは ((AuSujet d'Adonis>>の中で《・・・われわれは， 自然を一一ー自然とは言語を
指すのだが一自然の諸規則以外の或る規則，それは必然ではないが併しわれわれの規則
































































































Jc ne jouis des mo~ de ce pl計三!:que durant le pas~; 
Quand ils passent， ilとtque j'en同E22decomme tiLdemeU12i221; 
Ce n'問 pasassez丘!:，e，ils sont pasとうjen'y ~g・erm 己半
I1s sont passes， 
30 フランス文学:
Oui， pour moi， mais a Dieu， non; il m'en demandera compte. 
この Bossuet の作品を例にとり Servien の行う分析を見ょう.まず強~)音綴が下線で示
される.以下彼の言葉をそのまま引用する.






激しく不規則，かっ全く異なる拍子を持った雄弁な句 <<Oui，pour moi， mais a Dieu，即時
によって爆発的に破壊されるのである.
その数を展開すると次のようになる.
1 2 1 2 112 1 1 2 
1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 1 2 
112 112 1 1 1 2 















には，というよりも， しばしば詩人たちに重要視され， 詩句の中での律動単位 Servien
セリユー Jレ
の用語を借りれば《細胞》をグノレープ化するために活用されている事は，周知の事実なの
だが Servienは実際，さきに挙げた Bossuetの第二行で句切りを飛びこえている. (これ
が所謂彼の《修正》によるものかどうかは別にして)このことについて彼は別の所で述べ
ている.即ち， <<(彼の方法とは)反対に，韻律学者や言語学者の労苦はつぎのように組織










Au pre記er 宮~limpide au premier己ede ta生主
La route epaisse disparait 
Tout recommence 
詩論における科学的側1M 31 
La fleur timide la fleur sans air du ciel nocturne 
Des mains voi1ees de ma1adresse 
Des mains d'enfant 
DesEこ 1e~s vers ton visage et c'est 1('と rsur之江e
La prem~e j eu!!:!se也se
Le seu1 p1aisir 
Foとrde己主 foこrd'odeurs et de ro丘三
L'oubli sans ombre. 
Sans age sans ra己主ssans 1iens 
(Au Premier Mot Limpide， 1939) 
これはつぎの様な数字で表わされる.
(第 l詩節第 211 )第3庁)
3 123 1 4 







22322 2 2 244 2 223 2 4 
224 332 242 

















1 2 1 2 1 121 2 1 212 一一~~11212
1 2 1 2 
1 2 1 2 1 2 
121 2 
2 1 2 1 12111212 
11211212 
121 2 
(~4 詩封j) 1 2 1 2 1 1 2 1 2 1 1 1 2 
2 1 1 21 2 






音色の律動 (Lesrythmes des timbres) 
リーム アソナンスアリテラシオン












合または連想 (associationdes idees) を挙げている Hugoの ombre，sombreと踏まれる
有名な脚韻のことに触れつつ，それはまだ粗宋な例にすぎず，より細かく分析されるべき






(<Se prolongeaient de desert en desert 
et expiraient a travers les forets solitaires.)) 
<(433 4333 あるいは展開された数を用いて表現すれば，
1112112112 
















Servienはこの例として <<Simp1ediscours de Pau1-Louis， vigneur de 1a Chavonniとre)







る Servienはここで強調する. 即ち. 算術的律動は， (彼の方法論に於ては，)律動とい
うものの構成分子の一つにすぎないのだ，という事を我々に思い出させるのだ.さらに進
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